
 

はじめに 

■コース概要 

本コースでは、PL/SQLの基本記述やストアド・サブプログラムやトリガーの作成方法について実習を通して

習得します。 

※PL/SQLをより効率的に実行するためのテクニックや汎用的なプログラムの作成方法については、応用編冊

子に掲載しています。 

■コースのゴール 

・PL/SQLのプログラムの構造を説明できる。 

・基本的な手続き処理（値の代入、条件分岐処理、反復処理、例外処理）を行う PL/SQLプログラムを作成 

できる。 

・ストアド・サブプログラム（プロシージャ、ファンクション）を作成できる。 

・トリガーを作成できる。 

■受講対象者 

PL/SQLを使用してアプリケーション開発をされる方。 

■前提条件 

「SQLトレーニング」コースを受講された方。もしくは、DML文（SELECT、INSERT、UPDATE、DELETE）とトラ

ンザクション制御文（COMMIT、ROLLBACK）の知識を習得済みの方。 

■テキスト内の記述について 

▼構文 

[ ] 省略可能 

{ A | B } Aまたは Bのどちらかを選択 

n 数値の指定 

_ デフォルト値 

 

▼マーク 

 指定バージョンからの新機能 

（左記の場合、Oracle Database 23aiからの新機能） 

 
注意事項 

 
参考情報 

 

 
データ・ディクショナリ・ビューまたは動的パフォーマンス・ビュー 

テキストは、Oracle Database 19c～23aiに対応しています。Oracle Database 23aiは、2025年 10月よ

り、Oracle AI Database 26aiという名称に置き換わりました。 
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2  

PL/SQL の基本記述 

 
この章では、PL/SQL ブロックの基本的な記述方法について説明します。 

 

01 宣言部の概要 

02 変数と定数 

03 実行部の概要 

04 代入文 

05 条件制御文 

06 反復制御文 

07 順次制御文 

08 例外処理部の概要 

09 例外の種類 

10 例外発生時の動作 

 

 

 

 

 

本章のゴール 

・変数/定数を使用したプログラムを作成できる。 

・代入文を使用して、変数に値を代入できる。 

・条件制御文（IF 文、CASE 文）を使用して、条件に応じて処理を分岐できる。 

・反復制御文（LOOP 文）を使用して、一連の文を繰り返し実行できる。 

・処理に応じて 3 種類の例外を使い分けできる。  
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  宣言部の概要 

 

宣言部では、実行部で使用するオブジェクトを定義します。必要でなければ省略することもできます。 

宣言部は DECLARE キーワードで始まり、実行部の BEGIN キーワードにより暗黙的に終了します。 

主に以下のオブジェクトを定義します。 

 

・変数 

・定数 

・カーソル 

・例外 

 

＜宣言部＞ 
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■宣言部（点線内） 

DECLARE 

   dept_up      NUMBER; 

   rate         CONSTANT NUMBER := 1.5; 

   CURSOR       emp_cr IS  

                   SELECT empno,sal,deptno FROM emp; 

   emp_rec      emp_cr%ROWTYPE; 

   sal_no_data  EXCEPTION; 

BEGIN 

   OPEN emp_cr; 

      LOOP 

         FETCH emp_cr INTO emp_rec; 

         EXIT WHEN emp_cr%NOTFOUND; 

            IF emp_rec.sal IS NULL 

               THEN RAISE sal_no_data; 

            END IF; 

               CASE emp_rec.deptno 

                  WHEN 10 THEN dept_up := 2.0; 

                  WHEN 20 THEN dept_up := 2.5; 

                  WHEN 30 THEN dept_up := 3.0; 

                  WHEN 40 THEN dept_up := 3.5; 

               ELSE dept_up := rate; 

               END CASE; 

                  UPDATE emp SET sal = TRUNC(sal * dept_up) 

                  WHERE empno = emp_rec.empno; 

      END LOOP; 

   CLOSE emp_cr; 

EXCEPTION 

   WHEN sal_no_data 

   THEN raise_application_error(-20001,'Salary data does not exist'); 

END; 

  

例外の宣言 

 

カーソルの宣言 

定数の宣言 

 

変数の宣言 
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  変数と定数 

 

手続き型処理では、処理で使用する値を変数や定数に代入（格納）します。変数や定数などの名前（識別子）は宣言

部で定義します。 

（1）変数 

変数とは、処理で使用する値を代入しておくためのものです。処理の途中でデータベースのデータや計算結

果を一時的に変数に代入できます。一度代入した変数に対して、異なる値を上書きして再利用できます。 

 

＿構文   

変数名 データ型 [ NOT NULL ] [ { := | DEFAULT } 値 ] ; 

 

 

・代入演算子（:=）または DEFAULT キーワードを指定して初期値を設定できます。 

※デフォルトでは変数は NULL の状態です。 

・NOT NULL キーワードを指定して変数に NULL が代入されないように定義することもできます。その際には 

変数に初期値を指定する必要があります。 

（2）定数 

定数とは、変数と同様、処理で使用する値を代入しておくためのものです。ただし、変数と異なり定数は 1

つの決まった値を保持するため、定数に代入した値は上書きできません。そのため、プログラム内で固定値

を扱う場合に使用します。 

 

＿構文   

定数名 CONSTANT データ型 { := | DEFAULT } 値 ; 

 

 

定数宣言時には必ず初期値を指定します。 

 

 

 

 

 

  

注意事項 

注意事項 
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例）変数、定数の宣言を行う。 

DECLARE 

/* 変数 */ 

no    NUMBER(5); 

name  VARCHAR2(10) := 'SMITH'; 

/* 定数 */ 

prod  CONSTANT VARCHAR2(3) := 'ABC'; 

BEGIN 

…省略… 

 

＜変数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜定数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

初期値を指定した name 変数を宣言 

「ABC」という文字が代入された prod 

定数を宣言 

※値の上書きはできない 

数値型の値を代入できる no 変数を宣言 

①no 変数に 11111 という数値データを代入。 

②no 変数に 22222 という数値データを代入。 

→11111 は上書きされる。 

prod 定数に DEF という文字データを代入。 

→定数に対しては値を上書きできないため、エラーとなる。 

① 

② 
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（3）%TYPE、%ROWTYPE 属性 

%TYPE、%ROWTYPE 属性を使用すると、表の列や行、すでに宣言された変数のデータ型を参照することができ

ます。参照元の定義が変更された場合でもコードを変更する必要がないため、主に表のデータを取り出して

処理する場合に便利です。 

1）%TYPE 属性 

特定の表の列または既存の変数のデータ型を参照します。 

※%TYPE 属性を使用した変数に初期値を指定することができます。 

2）%ROWTYPE 属性 

%ROWTYPE 属性は特定の表（またはビュー）の行構造を参照し、以下の特徴を持ちます。 

 

・変数は表の行構造と同じ数のフィールドを持ちます。 

・各フィールドの名前とデータ型には、参照表の列の名前とデータ型が対応づけられます。 

・%ROWTYPE 属性を使用した変数は初期値を指定できません。 

・各フィールドの参照は【変数名.フィールド名】で指定します。 

 

例）%TYPE、%ROWTYPE 属性を使用して変数を宣言する。 

DECLARE 

/* %TYPE 属性 */ 

num_1   dept.dname%TYPE;  

num_2   num_1%TYPE;  

e_job   emp.job%TYPE := 'SALESMAN';  

/* %ROWTYPE 属性 */ 

d_rec   dept%ROWTYPE;  

BEGIN 

…省略… 

UPDATE dept SET loc = d_rec.loc 

WHERE  deptno = 10; 

…省略… 

 

①num_1 変数は、DEPT 表の DNAME 列と同じデータ型で定義される。 

②num_2 変数は、num_1 変数と同じデータ型で定義される。 

③e_job 変数は、EMP 表の JOB 列と同じデータ型で定義され、初期値 SALESMAN が代入される。 

④d_rec 変数は、DEPT 表の各列と同じデータ型、名前が各フィールドで定義される。 

⑤d_rec 変数の LOC フィールドを参照するには、d_rec.loc と指定する。 

  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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＜%TYPE、%ROWTYPE 属性を使用しない場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜%TYPE 属性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜％ROWTYPE 属性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各フィールドには DEPT 表の列と同じ名前、データ型が対応づけられる。 

特定の列と同じデータ型を直接指定した変数は、列のデータ型が変更されると 

手動で変数のデータ型を修正する必要がある。 

％TYPE 属性を使用してデータ型を指定した変数は、指定した列のデータ型を参照するため、

列のデータ型が変更されると自動的に変数のデータ型にも変更が反映される。 


	表紙
	はじめに
	目次
	サンプル表
	第1章 PL/SQL概要
	01  PL/SQLの特徴
	（1）PL/SQLとは
	（2）ブロック構造化言語
	1）DECLARE（宣言部）
	2）BEGIN（実行部）
	3）EXCEPTION（例外処理部）
	4）END

	（3）ブロックのネスト

	02  PL/SQLの利点
	（1）パフォーマンスの向上
	（2）生産性の向上
	（3）完全な移植性
	（4）SQLのデータ型との親和性

	03  プログラム作成時の考慮事項
	（1）コメント
	（2）改行とインデント

	第1章 まとめ
	■PL/SQLの特徴
	■PL/SQLの利点
	■プログラム作成時の考慮事項

	第1章 まとめ（解答例）
	■PL/SQLの特徴
	■PL/SQLの利点
	■プログラム作成時の考慮事項


	第2章 PL/SQLの基本記述
	01  宣言部の概要
	02  変数と定数
	（1）変数
	（2）定数
	（3）%TYPE、%ROWTYPE属性
	1）%TYPE属性
	2）%ROWTYPE属性

	（4）変数、定数宣言時の考慮事項
	1）識別子の命名規則
	2）識別子の有効範囲


	03  実行部の概要
	（1）実行部で記述できるもの
	1）SQL
	2）手続き処理
	3）RAISE文
	4）ストアド・サブプログラム


	04  代入文
	（1）任意の値の代入（代入演算子 の使用）
	（2）表から取り出した1行の代入（SELECT...INTO文 の使用）
	（3）表から取り出した複数行の代入（カーソルの使用 ）
	1）カーソルの定義 （宣言部で記述）
	2）OPEN文 （実行部で記述）
	3）FETCH...INTO文 （実行部で記述）
	4）CLOSE文 （実行部、または例外処理部で記述）


	05  条件制御文
	（1）IF文
	（2）CASE文

	06  反復制御文
	（1）基本ループ
	（2）WHILEループ
	（3）FORループ
	（4）カーソルFORループ
	（5）ループの制御
	1）EXIT文
	2）CONTINUE 文


	07  順次制御文
	（1）GOTO文
	（2）NULL文

	08  例外処理部の概要
	（1）例外の処理
	（2）例外処理部での記述

	09  例外の種類
	（1）内部例外
	1）事前定義の内部例外
	2）無名の内部例外

	（2）ユーザー定義例外
	（3）未処理の例外
	1）OTHERS例外ハンドラ
	2）エラー報告関数


	10  例外発生時の動作
	（1）例外の伝播
	1）宣言部で例外が発生した場合
	2）実行部で例外が発生した場合
	3）例外処理部で例外が発生した場合

	（2）例外処理とブロックのネスト

	第2章 まとめ
	■宣言部
	■実行部
	■例外処理部

	第2章 まとめ（解答例）
	■宣言部
	■実行部
	■例外処理部


	第3章 ストアド・サブプログラム
	01  ストアド・サブプログラム概要
	（1）ストアド・サブプログラムの種類
	1）プロシージャ
	2）ファンクション

	（2）ストアド・サブプログラムの利点
	1）パフォーマンスの向上
	2）生産性 の向上
	3）メモリー領域の節約
	4）メンテナンスの容易性


	02  プロシージャ
	（1）プロシージャの作成
	1）仕様部
	2）本体

	（2）プロシージャの実行
	（3）ストアド・サブプログラムのコンパイル・エラー
	1）USER_ERRORSビュー
	2）SHOW ERRORS コマンド


	03  パラメータ
	（1）パラメータの必要性
	（2）パラメータの種類
	1）仮パラメータ
	2）実パラメータ

	（3）パラメータ付きプロシージャの作成
	（4）パラメータ付きプロシージャの実行

	04  ファンクション
	（1）ファンクションの作成
	1）仕様部
	2）本体

	（2）ファンクションの実行
	1）PL/SQLブロック内での実行
	2）SQLでの実行


	05  ストアド・サブプログラムと実行権限
	第3章 まとめ
	■ストアド・サブプログラム
	■プロシージャ
	■パラメータ
	■ファンクション
	■ストアド・サブプログラムと実行権限

	第3章 まとめ（解答例）
	■ストアド・サブプログラム
	■プロシージャ
	■パラメータ
	■ファンクション
	■ストアド・サブプログラムと実行権限


	第4章 トリガー
	01  トリガー概要
	（1）トリガーの種類
	（2）トリガーの使用目的
	（3）トリガー作成前の検討事項
	1）トリガーの起動タイミング
	2）トリガーの起動単位

	（4）トリガーの作成構文

	02  トリガーの使用例
	（1）データ変更の監査
	（2）表に対するセキュリティ・チェック の実施

	03  トリガーの状態変更
	（1）トリガーの状態
	1）ENABLE
	2）DISABLE

	（2）トリガーの状態変更

	第4章 まとめ
	■トリガー概要
	■トリガーの作成
	■トリガーの状態変更

	第4章 まとめ（解答例）
	■トリガー概要
	■トリガーの作成
	■トリガーの状態変更


	付録
	01  PL/SQLの使用環境
	（1）環境設定
	（2）必要な権限

	02  BOOLEAN型
	03  検索CASE文
	04  拡張された単純CASE文
	05  RAISE_APPLICATION_ERROR プロシージャの使用例
	06  パラメータ のモード
	（1）INモード
	（2）OUTモード
	（3）IN OUTモード

	07  ネイティブ・コンパイル
	（1）ネイティブ・コンパイルの特徴
	（2）ネイティブ・コンパイルの方法

	08  実パラメータの指定方法
	（1）位置表記法
	（2）名前表記法
	（3）混合表記法

	09  実行者権限
	10  INSTEAD OFトリガー
	11  システム・トリガー
	（1）SCHEMAトリガー
	（2）DATABASEトリガー

	12  自律型トランザクション
	（1）自律型トランザクションの特徴
	（2）自律型トランザクションの定義

	13  トリガーの使用例
	（1）複雑な制約の設定
	（2）参照整合性の保証

	14  ストアド・サブプログラムの管理
	（1）ストアド・サブプログラムの管理概要
	（2）ソースコードの確認
	（3）依存オブジェクトへの対処
	1）依存性の種類
	2）依存性の確認方法
	3）オブジェクトの定義変更による影響
	4）再コンパイル

	（4）ストアド・サブプログラムの削除


	索引
	裏表紙



